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1　 は じめ に

　共生は広 く使われた言葉で あ る （黒川紀章，

共 生の 時代， 1989）。 共 生 を改め て 定義す る な

らば，人々 が競争し，協調 しな が ら相互 の 関係

を維持 し，地 域の 中で活 動 して共存 を図 る こ と

で あ る。集団が 共有する冠婚葬祭活動 も，個 人

ご とに異な る趣味等の 活動 も 地域 環境の 変化 に

よ っ て そ の 基盤が か わ る 。 共生の 実態は ，こ の

よ うな生活 と人間関係の ノ ウハ ウや，生 活環境

そ れ 自体の で き上が り方や，習慣 ・行事等に現

れ，地域 ご と の 独 自性と し て 記憶され る。また．

コ ミ ュ ニ テ ィ の 働 きや，住民相互 の 認識が 保た

れ る な らば ，共生 は存続す る こ とが で き，か つ

て は 生活環境の 整備が 経済企画 庁 の 「豊 か さ指

標」 の 有 力な 要素で あ っ た。 しか し高齢社会 に

お い て は，住民の ネ ッ トワ
ーク化 され た意識と

行動 とが， コ ミ ュ ニ テ ィ 内外 と直結す る こ とも

重要で ある 。 そ の ため の ソ フ トな技術と情報を

共通の ，共有 しう る ノウ ハ ウ として伝承，伝達 ，

拡大す る し くみが 必要で ある。

　高齢者が 新た な変化 に適応す る時 に は ，従来

あ っ た共 生の 枠組 み も変化 して ，高齢者 と周囲

の 人 々 の 関係が再調 整され る はず で ある 。 そ の

例 として ，外出や 地域活動 にお ける 共 生 の 物理

的，行動 的側面は，人 々 が地域社会に どの 程度

適応 し て い る か を示 す基盤 で あ り，心 理 的，精

神的状態 に反映す る と思 わ れ る。

　整備さ れた 生活環境，高い 持 ち家率 と共稼 ぎ

率が，富山県の 高齢者の 自立志向を生んで い る 。

また 慣行 によ っ て 裏づ け られ た地域共生 は，個

人 の 行動や 生活 を特徴づ けて い る 。た とえば朝

市な どの 試み で 高齢者の 自立性 と活発 さが観察

で きる 。 その し くみ をア ン ケ
ー

ト調 査等に よ り

分析 し，明 らか にす るた め に生活行動や意 識に

つ い て たずね た。また 日常生活 にお ける行動や ，

地域行事 へ の 高齢者 の 参加 に つ い て分析 し，高

齢者の 生活 を知 る （共生 と の か か わ りを知 る）

ため 日常 の 行動を画像と し て 記録 し た。

か ねだ 　よ う こ （生活 科学科〉　 さ さ き　あ きひ こ （国 立 公 衆衛生 院 ）
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表 1 対 象者 の 地区別人 数

H　 対象 と：方法

　人 口約 17万 人 の 高岡市は ，富山県西 部に 位置

し，庄川 と小矢部川 に沿 っ た洪積 世の 台地 と平

野 部か らな り，富山 湾に面す る 海岸線 と 二 上 山

地 ・西 山丘陵地 によ っ て 囲 まれ て い る 。さ ら に

万 葉時代か ら江戸期を通 じて の 文化や，明治以

来の 産業活 動な どの 背景に恵まれて い る （図 1）。

図 1　 調 査地域

L ア ンケ
ー

ト調 査

2

帯

人 口 174，360人
　 男 　 　 83，673 人

　女 90．687人

　 （平 11．3 ．末 現 在 ）

　高 岡市 中心部 の 福祉セ ンタ
ー （1999年 2 月24

日） にお い て徒歩，自転車，自動 車ま たは 無料

巡回バ ス （曜 日ご と に巡回方面が 異な り，週 1

回 の 割合で まわ っ て く る。）によ っ て 同セ ン タ
ー

を定 期的訪問 し，風 呂を利用 して
’
い た 201名 の

高齢者か ら協 力 を得て面接調査 を行 っ た 。 表 1

は調査対象者 の 地区別 人数で あ る。 2 日間で男

性 84人，女性 117人 （平均 と標準偏差で は 男71．

9± 7，5歳 ， 女 74．3± 8 歳） に 女子大生 の ペ ア 5

組が約 20分間かけて
， 身体状況 ，来所方法，集

団活動，外 出，散歩な ど に つ い て 調 査用 紙 を用

い て 面接聞 き取 りした （表 2 ）。

　セ ン ターの 来所方法は どの よ うに くる の か を

巡回バ ス ，家人が 送 る，歩い て ，自分で 運転，

地　 　 区 人 数 地 　　区 人 数

1　 平　来 15 15 佐　野 01−
21 定　塚 5 16 福　田 2　」
3　i下　関 9 17 小　勢 o 　 i
4 博　労 15 18 立　野 3

1．hぎ 木　津 32 19 東五位 5
「
一
も 横　田 8 20 石 　堤 2
7 西　条 8 21 国　吉 2
8 川　 原 2 22 守　山 2
9 成 　美 6 23 伏　木 5
10 二 　 上 2 24 太 　 田 2
11 能　町 3 25 戸　 出 0
12 牧 　野 2 26 中　 田 0
131 野 　村 3 27 そ の他 i68

L
｝亙⊥ 二 塚 10 合　　計　 1201 名

表 2　 対象者の 属性

「
　 　 年　代　　　　．、曲一 男性 　 1 女性 合計

レ．．59歳
〜64歳 14 ｝

…
　17 31

65歳 〜74歳 40 40 80
75歳〜84歳 25 52 77

85歳以 上 5 8 13

合　計 84 117 201　 1

自転車，そ の他に分 け，質問項 目と した 。 あわ

せ て 週何 回 ぐらい 利用 して い るか に つ い て も問

うた。

　も う
一

つ は 身体状況で ある。現在 の 身体障害

に つ い て ，視覚 ， 聴覚，発 声，手 の 動作，姿勢

保持，歩行困難 の 身体障害 に つ い て ，高齢者の

様子 （身体障害に触れ た くな い 場合 もある〉を

伺 い なが ら聞 き取 り調査 した 。

　高齢者 の 活動 を，近 隣と の 交流活動 と集団の

活動に 分 けた。近隣と の 交流で は，相互 の 食事

会 ， 子供 の 結婚式，葬儀の手伝 いに分 け，回答

は現在 と過去 との 増減を知 る上 で，以前よ り増

え た，変わ らな い ，減 っ た ，な い の 四 つ に分 け

質問項 目と した 。集団 と して の 活動 とし て は趣

味活動，学習活 動 ，宗教活 動の 三 つ に つ い て ，

は い ， い い え
， 前に し た こ とが あ る に分けた。
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いずれ も，性別，年齢群別 の分布 を調 べ ，パ ー

セ ン ト表示 に した 。

2 ．個 人行動画像 の 記録

　 1999年 10月〜12月 と，2000年 3 月〜 4 月にお

い て 高齢者 の 自然な生 活動作 を近親者，また は

友人が同行 し，その 時 の 行動や環境に つ いて 対

話 しなが ら撮影 した。撮 られ る こ と に抵抗 し，

カ メ ラ は フ ァ イ ン ダ ーの な い カ メ ラ を用 い た

（ソ ニ
ー サ イバ ーシ ョ ッ トDSC −F35 ）。双方 の

行動 を制約せ ず，自然な動作や周 囲と の 関係 を

記録す る こ とを意図 した （撮 りなお し と，削除

が 自由に で き る ）。撮影 者は 女 了大生10 人が そ

れぞれ ， 同居 して い る祖父 母の 週末 の 生活 （外

出，作業活 動，家事，昼 食，自 由時間） を観察

した。同じ く中高年女性 2 人が 1 組で ，ボ ラン

テ ィ ア活 動な どで 知 り合 っ た女性 の 高齢者 15人

に つ い て ，外出な ど の 行動 （地域行事 へ の 参加

記録な ど）を 日中約 3 時間ず つ 観察 し記録した。

い ずれ も本人の 同意が得 られ た画像を提供 した。

カメ ラ に保存で きる画像は最高53枚で ある が，

1 人当 りの 記録 は 5 〜20枚程度が多か っ た。記

録者の メ モ と 調 査 者 によ る 問 い 合わせ によ っ て

説明をつ ける と とも に，高齢者の 動作，場所，

周囲の 人 々 な ど共生 に関す る情報を記述 した。

皿 　結果 と考察

皿 一 1　 来所方法 ・回数 ・障害

　福祉セ ン タ
ーへ の 来所方法は，巡回バ ス 30人，

送迎 17人．徒歩 69入，自動車運 転42人 ，自転車

27人その 他 16人 （友人の 自動車に同乗，無回答）

で あ り，元気 に 自力 で来 る高齢 者が 多い 。

　来所回 数に つ い て は，週 1 回 35人，週 2 〜 3

回 21人， 5 回 以 ヒ132人 ，無回 答13人 で ある 。

こ の 点は ，セ ン タ
ー

周辺 の 居 住者が 3 〜 4 割 あ

り，毎 日来る 人数が 多 い と考え られ る。対象者

の 身体障害者は ，視覚 13人 ，徒歩 6 人 ，そ の 他

35人で あ っ た 。
「そ の 他」 に つ い て はプ ライバ

シ ーや精 神的な 面を考慮 し，質 問を強制 しな い

よ う に 心 が けた 。

皿
一 2 　個人活 動 と集団活 動

　高齢者の 個人の 活 動 （表 3）で は，趣味活動

の 割合が 70％，学習活 動 25％，宗教活 動 15％ と

趣味活動が学習活動や宗教活動に比 べ て 高い 。

性別 （表 4 ）で は，男性が 趣味活 動75 ％，学習

活動 25％，宗教活動 15％で あ り，趣味活動に つ

い て は，女性 よ り男性 の 方が 多少多い 。そ れ に

対 して宗教活動で は 男性 よ り女性 が若干多い 。

また学習活動に つ い て は男女同様の 結果で あ っ

た。

　年代別 （表 5 ）で は，趣味活動は 59歳〜64歳

87％，　65歳〜74歳 73％，　75歳〜84歳 76％，　85歳

以上 88％で あ る。65歳〜74歳群で
一一

度低 くな り，

それ 以降 の 群 で また 増加 す る V 字型 を と っ た。

学習活動で は，59歳〜64歳 35 ％ ，65歳〜74歳31

％， 75歳〜74歳 19％，85歳以 上 8 ％ と単調 に減

少 して い っ た。そ れ に対 して ，宗教活動で は，

59歳 〜64歳 3 ％，65歳〜74歳 13％ ，75歳〜84歳

14％ ，85歳以 一ヒ18％ と 単調 に 増加 し学習活動 と

は 対照的 な傾向を示 した 。

　集 団の 活動 （表 6 ） に つ い て 退職後，増え た，

変わ らな い ，減 っ た，な い の 4 つ に分 けて どう

だ っ た の か を 問うた。相 互 の 食事会は，増 えた

19％ ，変わ らな い 45 ％，減 っ た 2 ％，ない 34％

で あ っ た 。現役で 働 い て い た 時 と同様 ，食事会

へ の 参加は 半数程度 あ り変わ らな い
。 子供 の 結

婚 式の 参加状況 は，増 え た 18％，変 わ らな い 43

％．減 っ た 7 ％ ，ない 32％ で ある 。 子供の 結婚

式の 参加は 親 と して 出席す る と い う考え方 は 当

然の こ とと思 われ る が，今後結婚式 の ス タイル

が 変化 し て く れ る こ と も考 え られ，高 齢者 と の
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趣 味

学 習

宗 教
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表 3　 個 人活動 （全体）

　 　 　 　 40　 　　 　　 　　 　　 　 6C） 80 100％

［亘 は い 靉 い い え □ 前 に した こ と雍彊］

0

　　　 表 4 　個人活動 （性別）

20　 　 　 　 　 　　 　 　 40　 　 　 　 　　 　 　 　 6〔1 80 lOO賠

〔］は い 　驪 い い え 　［コ 前 に した こ とが あ る

0

　　　表 5　 個人活動 （年代別）

20　 　　 　 　 　 　 　　 40　 　 　 　 　　 　 　 　 60 80 100％

［〔1は い ．eWLY）い え 口 前に 』た弛 堕亟墮］
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表 6　 集団活動 （全体）

　 　 　 　 40　　　 　　　　　 　 60 80 10D ％

一

驪 増 え た　鹽 変 わ らな い 　口 減 っ た　口 な い

0 20

表 7 　集 団活動 （性 別）

　 　 　 　 40　 　 　 　　 　 　 　 　 60 80 100 ％

驪 増 え た　驪 変わ らない 　口 減 っ た　口 な い

共 生の 視点か ら注 目し て い きた い 。

　葬儀 の 手伝 い に つ い て は，増え た 18％，変わ

らな い 43％，減 っ た 7 ％，な い 32 ％で あ り，結

婚 式 と同様セ レモ ニ
ー

の あ り方や お手伝 い の 関

わ り方が社会的状況 に伴 っ て 変化 し て い くと考

え られ る。そ れ に 対 す る 高齢者の 環境変化 も 当

然 と い え る。

　性別 （表 7 ）で は，男女共葬儀の お手伝 いが，

子供の 結婚式 相互 の 食事会 に比 べ 高い 値 を示

して い る 。 しか し男性の ，子 供の結婚式10％ は

相互 の 食事会や葬儀の お手伝い に比較 して 低い 。

また，子供 の 結婚式へ の 参加が減 っ た は 20％ で

あ り，項 目別 に も性差 にお い て も高い 値 を示 し

て い る 。

　年代別 （表 8 ）で は ，参加 の 機会が 増 えた と

い う増加群の 割 合は 子 供 の 結婚式，葬儀 の お 手

伝 い で あ り，特 に 子供 の 結婚式で は 65歳〜74歳

が 減少 し，75歳〜84歳 85歳以 ．ヒの 高年齢で 回

復し て い る。葬儀の お 手伝 い に つ い て ，65歳 〜

74歳で 減少 し，75歳〜84歳で 回復 し て い る ． た

だし，85歳以 上 で 葬儀 の 手伝 い ，相互 の 食事会

は皆無で あ る。

皿
一 3 　外 出と散歩

　外 出の 嗜好 （表 9） では ，好 き 71％ ときわ め

て 高い 。外出頻度 （表 10） に つ い て はt 毎 H47

％，週数回 38％ と 8 割以上 が 外出を して い る。

また，所要時間 （表ユ1） に つ い て は 1 時間 〜 2

時間 33％ ， 2 時間以上 37％ で あ る。また，30 〜

60分 も 10〜20％ とあ り，時 間や体 力 に 合わ せ て

外出 して い る と考 え られ る 。 外 出先 の 環境 の 快

適さ （表 12） に つ い て は，快 適が 61％ で ．次い

で そ の 時 々 や 場 所に よ るが 18％ で あ る 。

　外 出の 目的 に よ っ て コ ース が 変わ り，場 所や
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　　表 11 外出所要 時間
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表12　外 出先の 快適 さ
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快適適度 の 度合い も変化 して い る と考え られ る。

また ，満足度 （表13）に つ い て は，十分満足 82

％ とか な り高か っ た。

　散歩に つ い て ，頻度，場所，所要時間，経路，

満 足 ，障害 に 分 けて そ れ ぞ れ 質問 した 。頻度

（表 14） は ， 毎 日37 ％
， 週数回 24％

， 週 1 回 4

％ ，で あ り全体 の 6 割 が散歩 して い る こ とが 分

か っ た。

　経路 （表15）で は，決ま っ て い る 42％ と高 く，

次い で ，時 々 変わ る 17％ ，考え な い 5 ％ ，新 し

い と こ ろ へ 3 ％ で ある。

　散歩 の 所要時 間 （表 16） は， 5 〜30分 31％，

次い で ，30〜45分 23％，45〜60分 15％，15分 8

％ と高齢者に と っ て は 30〜40分が適度な 散歩 時

間で ある こ とがわか っ た。また，経路 （表 17）

に つ い て は，車の 少な い 場所 40％
， 次 い で

， 平

地27 ％
， 歩道の ある と こ ろ 8 ％ ，坂 の な い と こ

ろ 3 ％ と
一

番危 険で あ る 自動車 の 多 く 通 る 所は

あ え て 避 け て い る こ とが よ くわ か る。また，平

地の多い と ころ を選ん だ り，歩道が あ る と こ ろ

等，安全 に散歩が で きる よ う心 が けて い る と思

われ る。散歩 の 満足度 （表 18） に つ い て は，十

分満足 78％ とか な り高い 。散歩の 障害 （表 19）

で は車の 危険42％ で あ り他 の 障害に比 べ て か な

り高い 。又 散歩 の 経路の 選択に つ い て ，車 の 少

な い と こ ろ の 回答が か な り高 く こ の 点，
一致す

る結果 とな っ た e 高齢者 自身の 問題 とし て ，歩

行が遅 い 18％，時間が な い 13％ で あ る。散歩は

好き で あ る が 身体の こ と もか な り考慮 し て い る

と思 われ る。散歩 の 環境 と して ，歩道 の 不 備11

％ もあ り，特 に市街地 の 散歩用 の環境作 りは大

切だ と考 え られる 。

M − 4 　個人行 動画像

　行動画像に つ い て は ，対象者の 特徴を （表 20）

に ま と め た 。 モ ニ ター型 の カ メ ラ は通 常 の カ メ
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表 13　外 出の 満足度
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表 15　散歩 の 場所
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表 16　散歩の 所要時間
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　　 表17　散歩経路の 選択
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　　　 表 18　散歩の 満足
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表 19　散歩の障害
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ラ と異な り動作を 止め 自然な 日常生活 を と らえ

て フ ァ イ ン ダーを見る 必要が な く，対象者の 日

常生活 を とらえや す く，また ，対 象者 と対話 し

なが ら観察で きる 。同居または別 居 して い る 祖

父母 の 生活の 断面 を ．身の 回 りの 環境 （小物か

ら家，車，道路，店，近隣 の 人 々 まで ） の 利 用

の 仕方 と ， そ の 後，不 便 に つ い て 観察 ・記録 し

た 。 そ の 結果，近親者や 友人の 視点か ら，問題

点を容易 に発見 ・記録す る こ とは ，結果的に 家

の 体面 が バ リア とな っ て い る福祉サ
ービ ス の 導

入に つ い て も，高齢者 の 生活 を 支え て，円滑 に

行な う こ とが可 能 とな る環境 の 条件に つ い て ，

社会的側面 か ら問題 の 深 い 理解 と対策 の 成熟 を，

地域 の レ ベ ル で 共有 し う る 可 能性 へ と つ なが る
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表 20　個人行動画像の記録

性 ・年齢 家　族 　構 　成 生　理 　背　景 行　動　画　像

1 ．　 69F 夫73
， 長 男 50 ，嫁47，孫23

F ，21F

元 気で ，家族 全 員の 食事
を作る 。家中 を掃除 （嫁
は 勤務） の畑作 り

炊事，食事．清掃

2 ．　 73F 同上
無職 ・卒 中後。寝て い る

か，散 歩
食事 ， 立上 り，歩 く

3 ．　 74F
15年 前，夫死 別，子 供 は東

京 ・大阪

元 小学 校教 員 の 婦人会 長，
生涯学習団体 ほか

ワ ープ ロ 練習，生 け花，
外出

4 ，　 70F 30年前 夫死別，長男
田 2 町，畑半反 。 桃作 り

研究会， トラ ク ター運転
農協で 振込 み，面接，軽
トラ ッ ク で 帰る

5 ，　 73F
夫 81，長男51，嫁 47，孫 F ，
F ，M

左足 が不 自由。田 1．5町，
畑 1．5反，お ふ く ろ の 店 店
長，老 人会婦 人部

農協で 確定 申告，農協 を

出る 。 運転 して 帰る

6 ，　 86F
夫 89，長男 55，嫁53，孫35，
嫁 35，曾孫 2 人

新 聞配 達 50年 。宅 配 ，趣
味仕事，畑 ，お地 蔵 様 の

世話。年 中素足

宅急便の 自転車配達
お 地蔵 様の 世話

7 ．　 65F

一　1−…「广i」一

夫 70，長男50，嫁 49，孫 23
！F

腰が まが っ て お り，膝 が

湾曲して い る。

ゲー トボール

春，夏，秋は 屋外で 練習。
冬で も館内で 練習

8 ・ 90F 　　 ・ 34F一一一買

十夫 死 別 ，闘 ，構 55孫
正座 で き る 安祥寺の 尼講

と考 え られ る。

IV　 お わ りに

　富 山県 は 比較的均等 に分散 した市町村の 地 勢

と人 口 を背景と して ，高齢者 に も競 争，自尊，

自立 志向の 特徴が 歴史 的に も み られ る。また 主

婦の 就業率 ， 老人 ク ラブ加入 率，持 ち家率な ど

の 高 さが，大半 の 老人クラ ブの 自治組織 として

機能す る とい う積極性 を生 ん で い る 。

　外出 と散歩は ，家の 中で は で き な い。散歩 は

弱気で 主観的，外出は強気で 客観的で あ る 。差

は あ る が，外出 と散歩 を 円滑 で 満足 に す る条件

と して，お お ざ っ ぱ に は共生 とされ る。ネ ッ ト

ワ
ー

ク，安心 ，体 力，意欲，人間関係，情報，

理由 とバ リア フ リ
ー

，アクセ ス ，快適，安全な

どが あるが 「集 団＝共 生」 で は な い 。 「集団 の

な か で の 個人 の さ まざ まな有 り様」 が共 生 で あ

ろ う。集団的な行動 自体が，加齢や 環境変化 に

よ っ て 機械 的 に減少す る の で は な く， 「個 人の

有 り様」 を 決め る 伝統的に 共有 され た枠 組 が 消

失 し て い く と，単な る個人 の 参加 は た とえ 可能

で あっ て も ， 以 上の 結果よ り共生 と して の 意味

や満足をもはや 得 られない 。趣味，学習，宗教

は，個人の活動 とつ なが る地域集団が 存在 して，

共生 の 意味 を も つ よ う に な る 。加齢に 伴う学習

と宗教の 交代や趣味 の 再増加は ，個人的 と い う

よ り共生 と い う 目的 に変化 したよ うに み える 。

以上 の結果よ り共生 の ネ ッ トワ
ーク （図 2 ）を

こ れ まで の 事実か ら想定で きる 。人間関係 と環

境の 特徴 とが網 の 目を作っ て ，そ の 各部分 を有

効 に活動 さ せ る 。調和的 で 意志 的な人 々 の 努力

が あ る と思われ る 。 行政は こ こ で は主 体と して

も計画作 りで は作用 しない の で ，歴史的な 意味

づ け を もつ コ ミ ュ ニ テ ィ の 自律性に よ っ て 動い

て い る と思 われ る。共生は 家庭や地域社会の な

か で ，立場の 異な る人 々 が相互 に満足 に暮 らせ

る こ と にあ り，そ の 方法論 を考 え る 基礎的資料

とな る と考えた 。 富山に お ける 特に集団活 動，

地域活 動に つ い ては住民主体で ある こ と，保健 ・

福祉 に 及 ん で い な い 文化 的な伝承性が 現在 も強
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図 2　共生 の ネ ッ トワ
ー

ク
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　 競争 ・自尊

自立志 向／ 新奇性

主婦 の 就 業率

老人 クラブ加入 率

　 　 　 　 　 　 　 　 　

1
＿ 一一皿一．一

規　範 家　族 高齢 者

真教 （講）

歴史 と伝統

祭 り，防火活 動世

代間で 引き継がれ

る もの ，ふれ あ い

高齢者を 理解す る

（表 6 ）

自立志向
カ ニ ズ ム

自立に 反

み が 拒否

持ち家率 　 79．8％
広 い家 　 　 155 ％

二 世代　　49，0％

三世代 　　 30，0％

単身　 　　 2．2％

1外出し や す い条件
i 表 9i
　 〜

1 表 131

散歩 しや す い条件 1

　表 14　　　　 1

　 〜　 　　 　　 ［
　表 19　　　　 1

冠婚葬祭 （表 3 ）

地域行事 （表20）

L

障害 学習 の 意欲成

果を 生 か す しくみ

健康 の 維持

　 　 高齢者 学級

　345 人 （全国 16．　6人）

　シ ル バ ー
人材

　セ ン タ
ー

就職

ig38人 （男 657 ・女
ト320）
… 表14

Pt　　 〜

i 表 19
F

写 真事例 （表20）
ア ン ケ

ー
ト

関係者の話

活動記録

門
3

L塾一 ⊥　　　」

い こ とが特徴 で あ り，今後 と も重要な 課 題 と し

て 探 求して い き た い と考 えて い る。

　最後に，ア ン ケ
ー ト調査 の 実施 にあ た りご協

力い た だきま した，高岡市ふ れ あ い 福祉セ ン ター，

高岡市役所高齢福祉課 ，高岡市老人ク ラブ連合

会，高岡 市町づ くりセ ン ター，戸出ふ れ あ い 学

級 の 方々 に 感謝致 します 。ま た実際 に 調査 に た

ず さわ っ て い た だき ま した 高岡市の ボ ラ ン テ ィ

ア の 方々 ，富 山短期大学生 活 科 学科 の 学生の 皆

様に心よ り深謝 の 意 を表 し ます。

付記

・本研究 は科学技術庁振興調整費，社会基盤研

究， 「高齢社会 に お け る製品
・生活環境 の ユ ニ

バ ーサル 化 に関する研究」 の
一

部 を もち い た。

ま た健康都市国 際学術会議 （2000． 2 ，東京），

第59回 日本公衆衛生学会総会 （2000，10，群馬）

に お い て 発表 した。
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